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６. 将来像を実現するために実施する施策

■出雲市のめざす姿（基本目標）と施策

出雲市のめざす姿
（基本目標）

施策
対応する
課題

公共交通の
使いやすいまち

施策1 地域と地域をつなぐネットワークの強化 ①⑤⑦⑩

施策2 中心市街地形成エリアの利便性向上 ②⑩

施策３ 高齢者が利用しやすい新たな地域内交通の導入 ⑤

施策4 交通結節点や主要施設等の待合環境の整備 ③⑧⑩

車を運転しない人も
生活しやすいまち

施策5 わかりやすい時刻表やマップの作成と多言語化 ⑧

施策6 通勤・通学のしやすい環境づくり ④

施策7 利用者への支援 ⑦⑧

持続可能な公共交通
サービスのあるまち

施策8 ターゲットに即したモビリティ・マネジメントの推進 ⑦⑩

施策9 中山間地域のまちづくりと連携した取組の推進 ⑥⑩

施策10 公共交通の担い手不足への対応 ⑦⑩

新しい公共交通に
チャレンジするまち

施策11 スマホひとつで利用できる公共交通システムの構築 ⑧

施策12 公共交通車両の脱炭素化とユニバーサルデザイン化 ⑦⑧

施策13 公共交通によるおもてなし ⑨⑩



32

地域と地域をつなぐネットワークの強化

幹線・支線の明確化と確保・維持施策１－１

⚫ 通勤・通学や観光利用等が見込まれる広域幹線および準幹線について、利用促進を強化しなが
らそのサービスレベルを維持し、持続可能な運行を目指します。

施策１

区分 系統 役割 確保・維持策

幹線 市内の地域間、または市内と市外をつなぐ広域交通

広域幹線
（鉄道）

JR • 出雲市駅を中心に、市内の地
域間および市外をつなぐ
• 地域間の通勤・通学や買い物・
通院などの他、観光客など来
訪者の移動を担う

• 交通事業者との協議のうえ、現状以上
のサービスレベルを維持しながら、利
用促進を強化する一畑電車

広域幹線
（バス）

大社線
（※上塩冶車庫～ゆめタウン、
中央病院、ワイナリー～出雲
大社バスターミナル）

• 出雲市駅を中心に、市内の地
域間をつなぐ
• 地域間の通勤・通学や買い物・
通院などの他、観光客など来
訪者の移動を担う

• 地域公共交通確保維持事業（幹線補
助）※１を活用し、交通事業者と市の
連携した取組により、現状以上のサー
ビスレベルを維持しながら、利用促進
を強化する
• 車両購入費補助※２の活用を見込む須佐線

大社線
（上記※以外の系統）

• 交通事業者と市の連携した取組によ
り、現状以上のサービスレベルを維持
しながら、利用促進を強化する
• 大社線は、車両購入費補助の活用を
見込む日御碕線

広域幹線
（空港連絡
バス）

空港連絡バス

• 出雲縁結び空港から出雲市駅
をつなぐ
• 主に出雲縁結び空港利用者の
移動を担う

• 交通事業者との協議のうえ、現状以上
のサービスレベルを維持しながら、利
用促進を強化する

準幹線
（バス）

三刀屋出雲線 • 出雲市駅から雲南市の三刀屋
バスセンター／小田駅をつなぐ
• 地域間の通勤・通学や買い物・
通院などの移動を担う

• 交通事業者と市の連携した取組によ
り、一定以上のサービスレベルを確保
する
• 通勤・通学時間帯以外の時間帯や休
日運行便では、必要に応じてサービス
内容の見直しも検討する

小田線

支線 各地域内を運行し、軸となる幹線や最寄りの拠点等に接続する地域内交通

支線
（定路線）

• 大寺線
• 外園線
• 根波線
• 平成温泉線（江南線）
• うさぎ線
• 平田生活バス
• 多伎循環バス
• 佐田生活福祉バス

• 各地域内を運行し、幹線や最
寄りの拠点等に接続する
• 地域内の通勤・通学や買い物・
通院などの移動を担う

• 交通事業者と市、地域との連携した取
組により、地域の実情に即したより良
い運行のあり方を検討する
• 通勤・通学利用のある路線では、通
勤・通学時間帯の運行を確保しながら、
必要に応じてサービス内容の見直しを
検討する

支線
（乗合
タクシー）

上記の既存の路線を含
むエリア

• 各地域内を運行し、幹線や最
寄りの拠点等に接続する
• 地域内の買い物・通院などの
移動を担う

• 交通事業者と市、地域との連携した取
組により、地域の実情に即したより良
い運行のあり方を検討する

■各交通の役割と確保・維持策

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度から実施

関連施策 施策1-2，施策1-3，施策３，施策４，施策１３－２

※１ 地域間交通ネットワークを形成する地域間幹線系統の運行に対して行われる国による支援のこと
※２ 上記の地域間幹線等の運行に使用する車両の減価償却費等に対する国による支援のこと
※３ 利用者が限定される福祉バス、高齢者等外出支援事業、まめながタクシー外出支援事業は施策7－2にて検討します
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地域公共交通確保維持事業（幹線補助）を活用する路線
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幹線・支線の見直し基準の設定施策１－２

⚫ 市では、これまで「答申書出雲市におけるバス交通のあり方（平成2３年）」において、主に地域
内を運行する路線の見直し基準を設定してきましたが、地域や公共交通を取り巻く環境が変化し
てきていることや本計画において乗合タクシーなどの新たな移動手段を検討することなどを踏まえ
て、幹線（バス）および支線（定路線）の見直し基準を新たに設定し、必要に応じて乗合タクシー
の導入を検討します。

⚫ 見直し基準の運用にあたっては、市が住民に対して最低限確保すべき水準を設定し、実施します。
⚫ 公共交通サービスの質を高めるため、交通事業者との契約方法の見直しを進めます。

基準① １便あたりの利用者数 2.0人未満 （乗合が成立するための一定の利用があるか）

基準②
利用者1人あたりの

経常損失

3,000円以上 （過疎・辺地では4,000円以上）

（現行の実績値をもとに設定）

対象路線

定路線
大寺線、外園線、根波線、平成温泉線（江南線）、平田生活バス（島村
線、鹿園寺線、一畑薬師線）

定路線
（過疎・辺地）

うさぎ線、佐田生活福祉バス、平田生活バス（上記以外の路線）、多伎
循環バス

評価時期 毎年度評価 （評価期間：10月～翌年９月）

■ 見直し基準の対象と評価時期

■ 見直し基準

＜支線の見直し基準＞

• 基準①および基準②に該当する場合、「見直し対象路線」として住民への周知・意見交換等を行いながら、
減便やダイヤ改正などの現行サービス内容の見直しや、定路線から乗合タクシー等に移行するといった運行
形態の見直しなどを検討します。

• 基準①、基準②に該当しない場合でも、新たに乗合タクシーの導入を検討する場合などは、地域の実情や住
民意見等も踏まえて、当該地域内の交通を一体的に見直すことができます。

• 基準②については、過疎・辺地の路線とそれ以外の路線で異なる基準値を設定しています。

＜幹線の見直し基準＞

• 基準①および基準②に該当する場合、「見直し対象路線」として、住民への周知・意見交換等を行いながら、
ダイヤや経路など現行サービス内容の見直しを検討します。

■ 見直し基準の対象と評価時期

対象路線
広域幹線（バス） 大社線、日御碕線、須佐線

準幹線（バス） 三刀屋出雲線、小田線

評価時期 毎年度評価 （評価期間：10月～翌年９月）

基準① １便あたりの利用者数
5.0人未満
（現行の実績値をもとに設定）

基準②
利用者1人あたりの

経常損失
500円以上
（現行の実績値をもとに設定）

■ 見直し基準

＜市が最低限確保すべき水準＞
(1)少なくとも週に2回は、地域の拠点（行政センター、交通結節点）まで往復できるサービスを確保する
(2)通学利用が見込まれる路線は、登下校にあわせた便数・時間帯の運行を確保する

※空港連絡バスは出雲縁結び空港利用者の移動を担うため、見直し基準の対象外とします。
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実施主体 出雲市

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度から実施

関連施策 施策１－１，施策3

＜見直し基準の運用フロー＞

見直し基準の運用

前年度の実績をもとに見直し基準に該当するかを確認

見直し基準：①1便あたりの利用者数、②利用者1人あたりの経常損失

見直し基準非該当
見直し基準に該当

幹線：①5.0人未満、②500円以上
支線：①2.0人未満、②3,000円以上

地域住民や利用者への周知と利用促進、利用状況の検証を行う
（1～2年程度）

 利用促進策の検討・実施
 地域住民等への周知・意見交換
 利用状況の把握・検証
 見直しの妥当性の検討

※実績は公共交通活性化協議会
において報告・協議

見直し基準
非該当

見直し基準に該当
幹線：①5.0人未満、②500円以上
支線：①2.0人未満、②3,000円以上

利用状況を精査し、サービス内容の見直しを検討

 通学利用がある場合は、該当する便の運行は継続
 上記以外の場合は、以下のようなサービス内容の見直しについて、交
通事業者や関係市町との協議のうえ検討
✓ 運行経路やダイヤの見直し
✓ 運行形態の見直し（例：定路線→乗合タクシー）

地域公共交通会議での協議・承認

現状運行を継続
利便性向上

サービス内容を見直し運行
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鉄道の利用促進強化施策１－3

⚫ JRや一畑電車などの鉄道について、沿線市町や交通事業者、関係者と連携して利用促進を強化
します。

■JRの乗り方教室の開催

■JR利用促進会議の様子

■一畑電車のお仕事体験の開催

資料：一畑電車（公式SNS）

資料：出雲市交通政策課

資料：出雲市交通政策課

実施主体 出雲市、交通事業者、その他（沿線自治体等）

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度から計画・随時実施

関連施策 施策1-1，施策８
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中心市街地形成エリアの利便性向上

⚫ 中心市街地形成エリアは、特に公共交通の利便性を高めるエリアとして設定し、須佐線や大社線、
日御碕線の延伸や等間隔ダイヤ等を検討し、エリア内の利便性を高めます。

⚫ 複数のバス路線によって利便性を高めた中心市街地形成エリアの交通は、共通時刻表等を作成
して利用者にわかりやすく情報提供します（施策5）。

施策２

■中心市街地形成エリア

島根県立中央病院

島根大学医学部
附属病院

JR出雲市駅

出雲市役所

エリア内の
コミュニティセンター

大型商業施設

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度に計画、令和7年度から実施

関連施策 施策５，施策9
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高齢者が利用しやすい新たな地域内交通の導入

⚫ 地域の実情に即した新たな地域内交通として、ドアツードアによるオンデマンド乗合タクシーの導
入を地域との協働により検討します。

⚫ 運行エリアはコミュニティセンター単位を基本としますが、地域の実情に応じて複数のコミュニティ
センターエリアを合わせて運行することも視野に検討します。

施策３

運行エリア

• 単独または複数のコミュニティセンターエリア
• エリア内での運行を基本とし、エリア内の店舗や医療機関、交通結節点
等に乗り継ぎなしで行き帰りできるようにする

• ただし、地域の実情に応じてエリア外の目的地の設定も検討する

利用方法
（運行方法）

• 利用者は電話やスマートフォンを使用して予約を行い、自宅近くから決め
られた目的地まで利用できる

• 同じ方向や時間帯の近い予約では、複数の利用者に乗り合わせて利用
してもらうことで、効率的な運行を図る

運行時間 • 曜日や時間帯を限定して運行（例：平日の９時～１６時など）

■新たな地域内交通（乗合タクシー）の基本的な考え方

■利用イメージ

店舗や医療機関、交通結節点等

実施主体 出雲市、交通事業者、地域住民

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度に計画・実証運行、令和６年度から本格運行

関連施策
施策1-1，施策1-2，施策7-1，
施策７-2，施策９，施策１３－２
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⚫ 主要交通結節点である出雲市駅やその他の交通結節点において、全ての利用者がより円滑に利
用できるよう利便性向上に向けた環境整備を検討します。

⚫ また、出雲地域の主要施設や利用者の多いバス停などにおいて、利用者が快適にバスやタクシー
を待つことができる環境整備を検討します。

＜待合環境整備の検討例＞
• バスの到着がわかりにくい待合スペースでの、デジタルサイネージを活用したリアルタイムの情
報提供
• 屋内の待合環境整備や椅子の設置などによる待合環境の整備・改善
• 案内看板の整備などによるわかりやすい乗り継ぎ経路の案内や待合場所の提示 など

■出雲市駅周辺の待合環境

■出雲大社前駅周辺の待合環境

バス停には多言語表示のデジタルサイネージが設置されている（左）
が、屋内の待合スペースでは路線バスに関する情報提供がない（右）

屋内の待合スペースでは路線バスに関する情報提供がなく（左）、外でバスを待つ利用者も多い
バス停の近くに喫煙スペースがある（右）

交通結節点や主要施設等の待合環境の整備施策４

実施主体 出雲市、交通事業者、周辺施設等

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度から計画・随時実施

関連施策 施策１－１
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わかりやすい時刻表やマップの作成と多言語化

⚫ 既存の公共交通マップや時刻表の整理見直しを行い、高齢者や初めて市内の公共交通を利用
する来訪者などにもわかりやすいものとします。特に多くの路線が集積する中心市街地形成エリ
アについては、共通時刻表を作成するなど、情報提供の方法を工夫します。

⚫ 時刻表や路線図、ホームページ等の多言語化を検討し、市内に居住する外国籍の人や国外から
観光に訪れた人が気軽に公共交通を利用できるようにします。

施策5

広島県 広島都市圏

京都府京都市

■行き先が番号でわかる、全事業者共通バスマップの例

■多言語で作成された公共交通の使い方説明サイトやバスマップ

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間
令和5年度から一部実施、それ以外は令和7年度に計画、
令和８年度から実施

関連施策 施策２，施策８，施策11
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⚫ 公共交通を利用して通勤・通学しやすい環境を整備するため、既存のバス路線のダイヤ等の見直
しを行います。

⚫ 公共交通の運行情報や利用方法などについて、高校生の入学前に周知するなど、タイミングを
計った周知・利用促進を行います（施策8）。

⚫ パークアンドライドによる利用促進を図るため、駅周辺の駐車場や駐輪場の整備を進めます。

通勤・通学のしやすい環境づくり施策6

■ 高校生を対象にした利用促進の取組事例

啓発資料の配布
高校生とその保護者を対象に、クルマ利用の自粛を呼び
かける啓発資料を配布

個々人に沿った情報提供
公共交通への転換意向がある家
庭などに対して、通学における公
共交通利用ルートや時刻表、消費
カロリー、CO2排出量等、生徒一
人ひとりに沿った情報提供資料を
配布

岡山県高梁市

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度に計画、令和7年度から実施

関連施策 施策７－２、施策８
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外出を促進し持続可能な運賃体系の構築施策７－１

⚫ 適切な運賃の受益者負担や、割引サービス等を検討します。
⚫ 交通事業者が独自に行う制度・割引などと併せて周知し公共交通の利用を促進します。

利用者への支援施策7

＜外出を促進する運賃体系の検討例＞
• 路線バスの運賃の上限設定（例えば一乗車最大600円とするなど）
• 乗合タクシーは、月額の定額料金を支払えば乗り放題となる会員制とする（適切な運賃の受益者負
担を求める）
• 上記の会員では、路線バスの運賃や施設での割引サービスなどが受けられる

■交通事業者が実施する既存事業の例

未就学児の子どもとその家族が、一緒に一畑電車・
一畑バスを利用する際に、土日祝日乗り放題となる
「カンガルーパス」

一畑電車が1日乗り放題となる「1日フリー乗車券」

資料：一畑電車

介助や配慮が必要な利用者への支援の構築施策７－２

⚫ 「介助があれば公共交通を利用して外出できる人」への支援について検討し、外出を促します。

乗合タクシー

⚫ 交通事業者とともに、車両や運賃精算機等の
ユニバーサルデザイン化を推め、加齢に伴う身体機
能の衰えがあっても利用し続けられ、障がいがある
方や子育て中の方にもやさしい公共交通を目指しま
す。

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和8年度に計画、令和9年度から実施

関連施策 施策3，施策８

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度に計画、令和6年度から実施

関連施策 施策3，施策６，施策８
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ターゲットに即したモビリティ・マネジメントの推進施策８

⚫ 制度の拡充や路線の見直し等、各種施策とあわせてモビリティ・マネジメント施策を実施し、公共
交通の利用者を継続的に確保します。

⚫ 高校生や観光客、事業所へ通勤する人、転入者など、様々なターゲットに合わせてはたらきかける
方法やタイミングを工夫し、より効果的に実施します。

■バスの乗り方教室の開催

※モビリティ・マネジメントとは
自動車に依存した生活から公共交通などを上手
に使うことを促す、利用促進などの取組のこと

■事業所や市役所職員を対象とした職場モビリティ・マネジメントの取組例

鳥取県鳥取市

資料：出雲市交通政策課

実施主体 出雲市、交通事業者、各ターゲットの関係者等

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度に計画、令和７年度から随時実施

関連施策 施策1-3，施策５，施策6，施策７－１，施策７－２

資料：一畑バスホームページ
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中山間地域のまちづくりと連携した取組の推進施策９

⚫ 乗合タクシー等、各種施策の実施においては、中山間地域を中心に地域住民の主体的なまちづく
りと連携して実施していきます。

＜まちづくりと連携した取組例＞
• コミュニティセンターやまちづくり団体等と連携して、地域内交通の検討や公共交通の利用促進を
行う
• コミュニティセンターでのイベントに合わせて公共交通の乗り方教室などを開催する
• 時刻表やマップの作成において、沿線施設や団体と連携し、施設の情報や広告を掲載する
• 交通結節点や主要な施設・店舗周辺において、公共交通の待ち時間を楽しくする空間や待合ス
ペースを施設等と連携して確保する
• 公共交通を活用した地域産品の集出荷を行う など

公共交通の課題解決のため、さだ未来ビジョンの具体化を
協議する市民

実施主体 出雲市、交通事業者、地域住民

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度から計画・随時実施

関連施策 施策2，施策３

さだ未来ビジョン（公共交通に関連する部分を抜粋）

生活・福祉分野
–いつまでも安心して暮らし続けられる佐田

１ 公共交通体系の検証と提案
スクールバス、生活福祉バス、外出支援事業を定期
的に住民目線で見直し出雲市へ提案していく。

２ ドアtoドアの移動手段の拡充
ドアtoドアで運行されている外出支援事業の拡大
や自治会有償運送、移動＋αを検討する。
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公共交通の担い手不足への対応施策１０

⚫ 交通事業者との連携により、運転手確保に向けた支援を推進します。
⚫ 交通事業者間で連携した運行を検討することで、交通事業者の人手不足解消や働き方改革の
推進を図ります。

■バス・タクシードライバーの就職フェア

資料：一畑バス

＜公共交通の担い手不足に対する取組例＞
• 夜間タクシー運行や空港連絡バス等の事業者間で分担した運行
• バス、タクシーの運転手に必要な運転免許取得の補助制度
• 業界全体のイメージアップに向けたPR
• 高校生等を対象とした就職説明会の実施
• UIターン推進事業等とあわせた採用活動への支援
• 職場内での評価・昇進システムの検討
• 女性ドライバー等も含めてだれもが働きやすい環境づくり など

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和5年度から計画・随時実施

関連施策 施策７－１

■高卒運転士候補生の募集パンフレット
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スマホひとつで利用できる公共交通システムの構築施策１１

⚫ 市内を運行する全てのバス路線について、標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）による公
表を進めます。

⚫ 市内を運行する公共交通の情報について、市のホームページ等を活用し、わかりやすい情報提供
を行います。

スマートフォンからも閲覧
しやすい情報提供の例

資料：松江市交通局

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度から計画・随時実施

関連施策 施策5，施策１３－１，施策13-2

公共交通車両の脱炭素化施策１２

■出雲大社周辺でのグリーンスローモビリティ運行の社会実験の様子（令和３年（２０２１））

※グリーンスローモビリティとは
時速20km未満で公道を走ることができる電動車を
活用した小さな移動サービスのこと

⚫ バス事業者やタクシー事業者等における電気自動車・燃料電池車の普及を促進し、交通の脱炭
素化を目指します。

⚫ 通勤・通学時間帯以外の平日の昼間や休日の運行便などについて、利用状況に応じた車両のダ
ウンサイジングを検討します。

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度から計画・随時実施

関連施策 施策１３－２
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⚫ 観光客の利用が見込まれる出雲大社周辺の周遊手段を検討します。
⚫ 観光利用の多いバス路線はそのサービスレベルを維持または向上するとともに（施策1-1）、地域
内交通を活用し、観光客が周遊しやすい環境づくりを進めます。

公共交通によるおもてなし施策１３

空港利用者の利便性向上施策１３－１

⚫ 今後予定されている運航時間の延長等により空港利用者の増加が見込まれるため、二次交通の
利便性の確保を検討します。

■空港連絡バス

観光客や帰省客などの利用も見据えた公共交通サービスの検討施策１３－２

実施主体 出雲市、交通事業者、観光協会等

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度から計画・随時実施

関連施策 施策１－１，施策３,施策11,施策12

実施主体 出雲市、交通事業者

対応する
SDGs

実施期間 令和6年度から計画・随時実施

関連施策 施策11

平成27年以降に名古屋（小牧）、静岡、仙台便などが就航

資料：出雲空港ターミナルビルSNS
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８. 計画の管理とモニタリング

８-１． 評価指標の設定

⚫ 本計画の達成状況を評価するため、以下の通り評価指標を設定します。

評価指標① 公共交通の市民一人当たりの年間利用回数

指標の定義

【定義】対象路線の年間利用者数※の合計値を人口（3月時点）で割った値

※従来のバス会計年度を適用

【対象】幹線：広域幹線（バス）、準幹線（バス） （※）

支線：定路線、乗合タクシー

その他：福祉バス、高齢者等外出支援事業、まめながタクシー

現状値 １．６９回／人・年 （令和3年度（２０２１））

目標値 2.３７回／人・年以上 （令和9年度（２０２７））

目標値の考え方 新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年度（２０１９）と同じ水準まで戻す

データ取得方法 各交通事業者等から報告を受けて市が把握する

評価の時期 当年度（９月まで）の情報をもとに毎年実施

評価指標② JRの一日平均利用者数

指標の定義 市内の鉄道駅（JR）における一日平均利用者数の合計値

現状値 2,803人／日 （令和3年度（２０２１））

目標値 3,8４０人／日 （令和９年度（２０２７））

目標値の考え方 新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年度（２０１９）と同じ水準まで戻す

データ取得方法 交通事業者から報告を受けて市が把握する

評価の時期 前年度の情報をもとに毎年実施

評価指標③ 一畑電車の年間輸送人員

指標の定義 市内の一畑電車の年間利用者数

現状値 110万人／年 （令和3年度（２０２１））

目標値 １５０万人／年 （令和７年度（２０２５））

目標値の考え方 一畑電車支援計画（※）の目標値と整合を図る

データ取得方法 交通事業者から報告を受けて市が把握する

評価の時期 前年度の情報をもとに毎年実施

※島根県・松江市・出雲市で組織する「一畑電車沿線地域対策協議会」が令和3年（２０２１）2月に取りまとめた、一畑電車に対する
支援計画（計画期間は令和3年（２０２１）から令和7年（２０２５）まで）

※波根線を除く
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評価指標⑥ わかりやすい時刻表やマップの作成と多言語化の実施状況

指標の定義
施策5で定める「わかりやすい時刻表やマップの作成と多言語化」についての具体的

な取組の実施状況（実施件数）

現状値 なし

目標値 ３件以上 （令和9年度（２０２７））

目標値の考え方
市内総合時刻表、中心市街地形成エリアの共通時刻表、乗合タクシー導入におけるわ

かりやすいチラシ等を作成する

データ取得方法 市が調査・把握する

評価の時期 毎年実施

評価指標⑤ 公共交通による人口カバー率

指標の定義

【定義】以下の対象路線の駅、バス停（フリー乗降区間）から500m圏域内に居住する

人の総人口に占める割合（圏域内人口は最新の国勢調査データより抽出）

【対象】幹線：JR、一畑電車、広域幹線（バス）、準幹線（バス）

支線：定路線、乗合タクシー

その他：福祉バス、まめながタクシー

現状値 7５.1％ （令和３年度（２０２１））

目標値 ７８．２% （令和9年度（２０２７））

目標値の考え方 ４年間で各地域のカバー率の低い４地区に乗合タクシーを導入し、数値を向上させる

データ取得方法 市が調査・把握する

評価の時期 毎年実施

評価指標④ 公共交通機関（バス）の利用しやすさの市民満足度

指標の定義
公共交通機関（バス）の利用しやすさについて、「満足している」、「どちらかといえば満

足している」と回答した人の全回答者に対する割合

現状値 １７．１％ （令和3年度（２０２１））

目標値 23．３％ （令和９年度（２０２７））

目標値の考え方
「どちらかといえば満足していない」と回答した７０歳以上の高齢者の８割程度を「どち

らかといえば満足している」に転換させることを目指す

データ取得方法 市が市民を対象としたアンケート調査を実施し、把握する

評価の時期 計画期間の後半（令和８年度（2026）～令和９年度（２０２７））に調査を実施



は
じ
め
に

地
域
と
公
共
交
通
の

現
状

市
民
生
活
と
公
共
交
通

問
題
点
と

取
り
組
む
べ
き
課
題

公
共
交
通
の
将
来
像

将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
実
施
す
る
施
策

1
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

施
策
の
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

計
画
の
管
理
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

51

評価指標⑦ 公共交通の公的資金の投入額

指標の定義 公共交通の維持に係る市の支出額（※）

現状値 260百万円／年 （令和３年度（２０２１））

目標値 260百万円／年 （令和9年度（２０２７））

目標値の考え方
路線延伸・ダイヤ調整等によって運行経費が増加するのに対し、利用促進等により運

行収入の増加を図り、市の支出額を現状程度に抑える

データ取得方法 市が把握する

評価の時期 当年度（９月まで）の情報をもとに毎年実施

評価指標⑧ 公的資金が投入されている公共交通事業の収支率

指標の定義
公的資金が投入されている公共交通事業について、全体の収支率（支出に対する収

入の割合）（※）

現状値 29.0% （令和３年度（２０２１））

目標値 30.4% （令和9年度（２０２７））

目標値の考え方
路線延伸・ダイヤ調整等によって運行経費が増加するのに対し、利用促進等により運

行収入の増加を図り、現状と同程度の収支率を維持する

データの取得方法 市が把握する

評価の時期 当年度（９月まで）の情報をもとに毎年実施

評価指標⑨ スマホひとつで利用できる公共交通システムの構築状況

指標の定義 施策11で定める標準的なバス情報フォーマットを整備したバス路線の数

現状値 ５路線（大社線、日御碕線、須佐線、小田線、空港連絡バス） （令和4年度（２０２２））

目標値 10路線以上（令和9年度（２０２７））

目標値の考え方 観光利用が多く見込まれる路線を中心に、整備を行う

データ取得方法 市が調査・把握する

評価の時期 毎年実施

※波根線を除く

※波根線を除く
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８-2． 計画の実施とモニタリング

R５年度

（２０２３）

R６年度

（２０２４）

R７年度

（２０２５）

R８年度

（２０２６）

R９年度

（２０２７）

長期的な計画・実行

が必要な施策

短期的な計画・実行

が可能な施策

評価・改善

⚫ 本計画の実施状況や達成状況の評価はPDCAサイクルの考え方のもと、計画（Plan）・実行
（Do）・評価（Check）・改善（Act）を行います。

⚫ 長期的な計画・実行が必要な施策、短期的な計画・実行が可能な施策それぞれで、施策の計画
（Plan）と実施（Do）を行います。また、毎年度定期的に施策の実施状況や目標の達成状況につい
て評価・検証（Check）を行い、この内容を踏まえて改善（Act）を行いながら、次期施策の計画・実
施へとつなげていきます。

⚫ なお、本計画の施策内容などは、社会環境の変化等も踏まえて、必要に応じて見直すことも検討しま
す。

⚫ 計画の最終年度（令和9年度（２０２７））には、施策の実施状況の目標の達成状況の最終評価を行
い、次期計画の策定に向けた検討を行います。

施策の計画（Plan）

実施（Do）

施策の計画・実施
（Plan・Do）

施策の計画・実施
（Plan・Do）

施策の計画・実施
（Plan・Do）

施策の計画・実施
（Plan・Do）

評価
（Check）

改善
（Act）

施策の計画（Plan）

実施（Do）

評価
（Check）

改善
（Act）

改善
（Act）

評価
（Check）

改善
（Act）

評価
（Check）

最終評価
次期計画の
検討

■計画の管理・評価のスケジュール


